
日

本

外

科

一・・＿..

信武
主ミ

幽

巻

第

五

披

第

原

｜｜著：

｜｜ 

人
櫨
－
一
於
ケ
ル
偏
側
卒
歴
開
胸
術
一
ノ
賓
験
的
基
礎

千
暦
商
胸
術
一
一
於
ケ
ル
胸
腔
内
摩
一
ノ
閥
係
ニ
就
一
ア

（
第
一
報
）

間
関
唱
。
ユ
昌
o
E
0
2
0
A
U
E
E－F
除
。
『
弓
島
。
冨
omurrr。
一
円
借
－
－

EM一F
E
E－

s

守
色
。
ロ
吋
｝

5
5－向。件。昌一
o
r
o一
自
冨
g
g
r
o
D
（
同
・
寝
室
丘
一
富
山
町
）
・

。mg
d「＠
国

ir何
回
一
円
。
回
全
出
山
田
守
町
民
r。『何回一

srロ
ロ
コ
担
。
r
g

re一
色
。
『

p
o一
。
回
↓
r。『何回一向。件。富山
0
・

〈
φ

ロ
ロ
円
・
同
・
阿
同
門
戸
。
・

〔凡
さ
ω
《
凶

S
H
C
］戸一円－
H
C
一口F
r
p
H
P
一λ
d
口町4
3田
宮
町
酔

N
E
H門
司

o
g
（
】

vg内
り
同
・
何
－
d

円。比六
mw酔
MH）
〕

京
部
帝
国
大
率
四
百
四
争
部
外
科
m学
教
室
（
烏
潟
教
授
指
導
）

大
串
院
皐
生

工

入

HB 

蹴
閏
皐
士

藤

緒
言
l
賓
験
ノ
出
稜
勤
及
ビ
目
的

肺
臓
手
術
ノ
晩
近
ノ
費
達
A

ニ
ザ
ヲ
エ

Y
プ

Y
ッ

プ
氏
（
］

A472H54ZEF）
ノ
業
績
一
一
依
Y

モ
ノ
二
ジ
d

プ
、

一
九

O
四
年
同
氏
一
一

ヨ
リ
異

砂
ナ
カ
ラ
ズ
、

回
腔
（
減
摩
及
ピ
遁
魅
）
装
置
ノ
研
究
費
表
セ
ラ
レ

シ
ヨ
y
隔
世
的
ノ
進
歩
ヲ
来
セ
リ
。

慶
大
ナ
．
Y
設
備
ト
多
ク
ノ
費
用
ト
ア
要
ジ
、

遺
憾
ナ
ガ
ヌ
一
般

第
戒
巻

然
レ

ド
モ
彼
ノ
装
置
A

多
少
繁
雑
ニ
ジ
ア
操
作
上
不
便

殊
ニ
「
ヨ
リ
ノ
理
想
的
」
ト
セ
ニ

レ
タ
Y
減
腫
装
置
ノ
如
キ
A

、

F『

原

藤

著
l...,j 

ーヒ。

（
第
五
一
競

一、ー’

工



第
首
州
各

F園、
原

箸〕

工

藤

ーヒ。

（
第
五
銑

一、、J

外
科
醤
ガ
之
V

ヲ
設
備
一
セ
ン
コ
ト
到
底
望
ム
ペ
カ
ヌ
ザ
Y
ナ

y
。

故
ニ
若
シ
何
等
特
別
ノ
装
置
ヲ
要
セ
ズ
、
普
通
ノ
大
気
雌
ノ
下
ニ
ア
簡
単
ニ
ジ
ア
然
モ
危
険
ナ
ク
胸
腔
ヲ
開
キ
、
肺
葉
他
ノ
手
術
ヲ
ナ

γ
得

0

0

0

0

o

 

y
一
ニ
ヱ
ク

バ
、
従
来
ヨ

y
モ
克
－
ニ
層
／
普
遍
的
地
歩
ア
一
不
ス
ニ
至
w
y

ペ
キ
ナ

y
。
是
レ
余
等
ガ
平
腿
開
胸
術
ヲ
企
－
ア
タ

Y
所
以
ナ

y
。

抑
モ
胸
胞
内
手
術
ノ
場
合
一
一
於
テ
、
川
県
勝
装
計
使
用
ノ
目
的
ブ
考
ア

Y

－一、

川
膜
路
開
放
ノ
際
－
一
起
Y
ペ
キ
必
稜
現
象
タ
Y

肺
虚
脱
ヲ
妨

グ
、
之
レ
ニ
件
ブ
危
険
症
航
ヲ
未
然
一
一
防
ギ
、
手
術
終
了
後
円
肺
臓
ヲ
膨
脹
セ
ジ
メ
ア
軒
位
肝
一
一
一
俺
セ
シ
メ
、
胸
壁
ヲ
閉
鎖
シ
、
以
ア
手
術
後

気
胸
（
一
J
E
3
2
H
E
t－
Z

3
2
5
c
F
2・
2
）

／
成
立
ヲ
防
止
ジ
、
肺
臓
ヲ
ジ
ア
直
ナ
ニ
生
理
的
機
能
ヲ
笹
口
潟
セ
ジ
メ
ン
ト
ス

Y

一一ア
M
F

モ
ノ
ナ

7
0
然
レ
ド
モ
手
術
施
行
中

ハ
手
術
野
ヲ
情
メ

手
術
操
作
ニ
便
ナ
ラ
ジ
ム
グ
局

メ
、
異
腿
ヲ
著
シ
ク
減
ジ
、
大
気
腫
－
一
近
グ
ヶ
、
或
A

全
ク
卒

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

臨
ノ
下
一
一
－
プ
手
術
ス

Y

ア
普
通
ト
ス
。
換
平
一
一
日
ス
レ
バ
手
術
時
間
y
主
要
ナ

Y
大
部
分
λ

大
気
出
ノ
下
一
一
－
プ
常
該
肺
臓
λ

牧
縮
シ
、
牽
モ
呼
吸
作

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、

用
ヲ
倍
ミ
居
－
フ
ザ
wy

モ
ノ
ナ

y
o
之
レ
余
等
ア

ジ
ア
本
質
験
－一
荷
手
セ
シ
ム
M
Y

一一
至

y
ジ
出
礎
知
ナ

y
。

若

シ
果
ジ
－プ然
ラ
バ

、
手
術
ノ
営
初
ヨ
リ
前
記
ノ
如
キ
彼
ノ
繁
雑
ナ

Y
装
置
無
ク
シ

ア
、
抗
チ
ニ
咋
過
大
気
腿
ノ
下
ニ
ア
胸
壁
ア
切
開
シ
、

胸
腔
ヲ
開
放
ジ
、
肺
乃
至
葉
他
臓
器
ノ
手
術
ヲ
行
ヒ
、
之

レ
ニ
随
伴
ス

Y
危
険
症
扶
ア

y
ト
セ
バ
、

y
A
何
等
カ
ノ
簡
単
ナ
Y
方
法
一
一
ヨ
リ
ノ
袖
域

防

γ
、
手
術
終
了
後
A

胸時一
一閉
鎖
ト
同
時
－
一
肋
膜
院
内
ノ
本
一
気
ヲ
吸
引
排
除
ジ
、
肺
臓
ヲ
可
及
的
蓄
位
置
－
一
復
セ
ジ
メ
、
且
ッ
碇
チ
ニ
生
理
的

機
能
ヲ
管
ム
ペ
カ
ク
ジ
メ
、
異
極
装
置
使
用
ノ
場
合
ニ
於
ケ

Y
ガ
如
ク
、
安
全
一
一
ジ
テ
而
モ
奏
効
確
貫
ナ

Y
結
果
ア
得
Y

モ
ノ
ト
セ
バ
、
胸
腔

内
子
術
モ
腹
腔
内
手
術
ト
同
様
、
何
等
撰
ア
所
ナ
ク
一
般
外
科
醤
ノ
試
ミ
得
Y

易
々
〆
Y
手
術
ノ
一
ト
ナ
ラ
ン
。

必
レ

ド
モ
以
上
／
如
キ
俗
一闘
A

、
従
来
開
放
性
気
胸
－
一
件
ァ
危
険
症
肢
が
伶
リノ
ニ
重
大
規
セ

ラ
レ
タ

Y
結
果
、
到
底
不
可
能
事
ト
シ
ア
一
般

外
科
皐
界
ノ
注
立
ト
努
力
ト
三
也
モ
此
ノ
方
面
一
一
向
ヒ
居
－
プ
ザ
Y
ガ
如
ジ
。
此
一
一
於
－
プ
余
比一
一
二
先
グ
気
胸
一
一
際
シ
－
プ
脅
起
ス

Y

一
流
陀
碍
ヲ
貫

験
的
ニ
研
究
シ
－
ア
障
碍
ノ
原
悶
ヲ
明
カ
ニ
ジ
、
手
術
後
気
胸
ノ
鹿
誼
ト
ジ
ア
余
等
ノ
企
闘
セ
M
F

「
空
気
吸
引
排
除
法
」
ノ
効
果
ノ
如
何
ヲ
確
メ
、

以
ア
余
等
ノ
行
λ

ン
ト
欲
ス

Y
苧
阿
世
間
胸
術
ノ
基
礎
ヲ
擁
立
セ
ン
ト
欲
ス
、
コ
レ
本
質
駿
／
目
的
ナ

y
c
詩
ブ
以
下
章
ヲ
逐
ヒ
、
順
序
一
一
従

ァ
、
各
種
ノ
基
礎
的
賞
験
ヲ
記
活
セ

ン
。



胸

腔

内

田

鹿

ノ

測

定

肋
膜
腔
内
睦
測
定
A

遠
ク
門
叶
A
F

川
河
氏
一
）
2
H
L
5
2
（
一
八
五
三
）
ニ
創
マ

7
、
或
A

間
接
一
一
（
気
管
・
食
道
・
心
嚢

ヨ叫ノ）、

或
A

直
接
ニ
（
胸

腔
ヨ
η
こ、

多
数
ノ
先
人
一
一
ヨ
リ
ア
行
A

レ
タ
リ
。

従
－
ア
動
物
乃
至
人
間
一
二
炉
、
ヶ
Y
胸
院
平
常
時
内
幅
四
A

略
ポ
一
致
ジ
タ
Y
敷
ア
見

y
。

気
胸
ヲ
有
ス

Y
側
ノ
胸
腔
ノ
内
開
ノ
検
査
A

、
人
魚
的
気
胸
ノ
肺
結
核
治
療
一
一
用
ヒ
ラ
Y

、
ニ
及
ピ
決

しこ
プ
稀
ナ
リ
ト
セ
ズ
、
然
レ
ド
モ
他

側
胸
限
内
腿
ニ
及
ポ
ス
影
響
つ

縦
隔
膜
ノ
関
係
ヲ
知
リ
ノ
、

肺
臓
ノ
機
能
航
熊
ア
判
断
ス

Y
潟
メ
ニ
重
要
ナ

y
一ニ
モ
拘
で
プ
ズ
、
未
グ
術
悶
明

セ
ラ
レ
ザ
Y
貼
多
々
ア
Y
ガ
如
シ
U

従
来
試
験
動
物
中
犬
二
が
兎
ニ
比
ジ
肺
手
術
川
難
ナ
リ
ト
セ
ラ
Y

、
理
由
A

、
一
ニ
主
ノ
縦
隔
膜
構
造
ノ
業
異
－
一
ヨ

Y

モ
ノ
ト
セ
ラ
Y
っ
余

A

此
ノ
南
極
動
物
間
ニ
於
－
Y
胸
腔
内
陣
捷
化
一
一
如
何
ナ
グ
’異
同
ガ
存
ス
w
y

ャ
、
或
A

之
レ
ニ
立
脚
シ
－
ア
縦
隔
膜
構
造
ノ
差
異
ヲ
謹
明
シ
符
Y
ヤ

否
ャ
、
此
ノ
際
南
側
肺
臓
A

如
何
ナ
Y
朕
態
一
一
ア
Y

ャ
、
等
ノ
疑
問
ヲ
解
決
セ
ン
ガ
潟
メ
－
一
、
以
下
通
プ
Y
所
ノ
貫
駿
ヲ
遂
行
セ

y
。

気
胸
ヲ
便
宜
上
閉
鎖
性
気
胸
、
開
放
性
気
胸
・
外
科
的
開
放
気
胸
ノ
三
ヅ
ニ
匝
別
シ
、
犬
ト
家
兎
ト
ニ
就
ア
相
互
ニ
比
較
ヲ
遂
行
セ
リ
ノ
。
之
レ

人
間
ノ
縦
隔
膜
ノ
聞
係
A

略
ポ
犬
ト
家
兎
ト
ノ
中
間
一
一
位
ス

Y

モ
ノ
ト
考
ヘ

ラ

y
、
ガ
故
ナ
η
ノ
。
而
ジ
ア
余
等
ノ
卒
煙
開
胸
術
一
一
附
帯
ス

Y
術

後
ノ
彪
世
タ

Y
「
胸
膝
内
空
気
y
吸
引
排
除
法
」
ガ
、
内
膝
及
ピ
肺
臓
－
一
及
、
ボ
ス
影
響
、
放
ヒ
－
二
般
朕
態
呼
吸
運
動
等
－
一
及
、ボス
影
響
ヲ
モ

観
察
シ
タ
リ。

賓

職

方

法

責
騒
動
物
。
中
等
大
ノ
家
兎
及
ピ
犬
ヲ
使
用
セ
リ
ノ
。
家
兎
－
一
ア
A

（
甲
）
無
麻
酔
ノ
場
合
ト
、
（
乙
）
「
モ

Y

フ
ィ
ン
」
全
身
麻
酔
ノ
場
合
ト
ヲ
比

較
シ
、
犬
－
一
－
ア
A

総－
7
「モ

Y

ブ
ィ
ン
L
全
身
麻
酔
ノ
下
一
一
貫
験
ヲ
行
ヒ
タ
リ
ノ
。
「
ク
レ
タ
ン
」
全
身
麻
酔
A

麻
酔
持
績
時
間
長
キ
ニ
失
シ
、
且
ツ

家
兎
ノ
如
キ
A

十
敷
時
間
ニ
一
日
一Y
四
肢
麻
庫
ア
遺
ジ
、
議
特
面
白
カ
ラ
ズ
。

気
胸
作
戚
ノ
方
法
。
閉
鎖
気
胸
一
一
於
－
プ
A

口
径
約
二
・

O
粍
ヲ
有
ス

Y
探
膿
針
ヲ
プ
ォ
ぞ
フ
ニ
ニ
氏
法

2
2・T
E
E
d田
庁
公
正

E
互
一
三
⑦
）
ニ
ヨ

y

第
五
或
A

第
六
肋
間
筑
線
－
一
於
ア
穿
刺
ジ
、
採
膿
針
ト
蓮
結
セ

Y
細
キ
「
ゴ
ム
」
管
ヨ
叫
ノ
、
硝
子
製
注
射
器
ヲ
以
－
プ
胸
院
内
へ
徐
々
ニ
・
5
気
ヲ

骨
知
成
品
世

F『

原

著
L」

工

藤

七
O
三

（
第
五
競

、、J



第
武
朱
】

F、
原

箸

T 

藤

注
入
セ

y
。

七
O
凶

（
第
五
枕

問、J

タ
リ
。
開
放
気
胸
－
一ア

y
－プ
A

口
筏
約
四
・

O
粍
ヲ
有
ス

Y
套
管
針
ヲ
同
所
－
一
穿
刺
γ
、
宜
（
ノ
管
腔

Z
迎
夕
－
Y
空
気
ガ
胸
膝
内
へ
進
入
ス

Y

ニ
任
セ

外
科
的
開
放
気
胸
A

第
五
或
A

第
六
肋
間
－
一
於
－
7
乳
腺
版
－
寓
腺
間
二
肋
骨
走
行
－
一
従
ヒ
ア
約
四
・

0
仰
ノ
皮
膚
切
開
ヲ
加
へ
、
筋
唐
ヲ
鵠
性

－
一
抗
開
シ
、
皮
肉
ト
兵
一
甜
子
ア
以
ア
贋
ク
開
キ
、
肋
間
筋
λ

刀
ア
以
－
プ
概
開
ジ
、
肋
膜
ヲ
露
A

ジ
、
始
メ
小
孔
ヲ
穿
チ
、
万
ヲ
以
－
ア
漸
次
肋

膜
切
開
創
ア
川
大
ジ
、
約
ニ
ス

乃
至
三
・
O
川
ノ
長
＋
ノ
－一至
ラ
シ

メ
々
ソ
。
而
シ
ア
之
レ
ヲ
慌
開
ジ
幅
約

7
n
桝
ノ
鹿
裂
ヲ
生
ゼ
ジ
メ
タ
η
ノ。

内
庭
測
定
方
漆

此
ノ
側
定
－
一
油
「
マ
ノ
メ

l
γ
1
L、
或
ハ
「
グ
ソ
セ
リ
ン
」
「
マ
ノ
メ
ー
タ
ー
」
ヲ
推
奨
ス

Y
者
ア
M
Y

宅
、
余
A

自
家
考
案
ノ
二
組
聯
立
セ
U
F

長
サ
約
四

0
・
0
川
ノ
水
「
？

ノ
メ

l
t
l
」司
ノ
用
ヒ

タ
η
ノO

（
第
一
闘
）

闘主：

平内］I I 

I 111 

家
兎
ノ
胸
腔
内
一
眼
力
士
通
常
二
・

O
乃
至
五
・

O
糎
水
柱
こ
過
ギ
ザ
Y

モ
、
向
ホ
稀
二
十
数
糊

／
水
眼
差
ノ
的
理
化
ヲ
起
ジ
引
っ
気
胸
作
成
前
輪
開

メ
尖
端
地
ナ
ル
探
膿
針
ノ
一
端
ト
「
マ
ノ
メ
ー

タ
ー
」
ト
ア
細
キ
「
ゴ
ム
」
管
ヲ
以
－
7
連
絡
シ
、

前
述
ノ
方
法
－
一
ヨ
リ
第
五
肋
間
乳
腺
－
一
於
ア
静

カ
ニ
穿
刺
シ
、
粋
創
膏
／
一
片
－
一
ア
固
定
ス
。

此
ノ
際
「
？
ノ
メ
ー
タ
ー
」
内
ノ
水
表
面
動
揺
－
一

平
常
時
内
川
ノ
測
定
A

余
ノ
貰
験
／
目
的
－
二
ア
ラ
ザ
ル
モ
、

針
尖
ガ
正
ジ
ク
胸
院
内
－
一
ア
w
F

ヤ
否
ヤ
ヲ
容
易
－
一
確
ム
w
y

事
ヲ
得
。

ロ
ー
ト
（
・
『
問
。
己
戸
）
氏
／
提
唱
二
従
ヒ
、
穿
刺
部
位
A

可
及
的
一
定
ノ
場
所

ヨ叫ノ、



ヲ
撰
ペ
リ
。
別
－
二
側
－
二
ー
キ
モ
グ
ラ
フ
4

オ
ン
」
装
置
ヲ
ナ
ジ
、
細
キ
「
ゴ
ム
」
管
ノ

メ
、
内
腿
ノ
高
サ
及
ピ
某
ノ
麗
化
ノ
様
子
ヲ
描
寓
セ
ジ
メ
タ
リ
。

動
物
A

纏
ア
手
術
憂
上
一
一
背
位
一
一
回
定
セ

Y
Jガ
故
－
一
列
叶
川
氏
（
目

kr・
3
）
ノ
主
張
セ

Y
Jガ
如
ク
内
腿
－
一
回
硬
化
ヲ
来
ス
憂
ナ
キ
モ
、
動
物
A

常
ユ
不
安
状
態
－
一
在
Y
ガ
故
－
一
、
些
一
細
ノ

一
音
響
其
ノ
他
ノ
刺
戟
－
一
ヨ
リ
、
底
チ
ニ
呼
吸
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第十回 気駒内空気吸引排除＝ヨノレf也側胸腔内陸ノ幾化（犬♀、 u~1 六五庖）

吸引排除セ Jし空気量‘
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Y
後
、
小
孔
ア
閉
鎖
シ
、
直
チ
ニ
該
動
物
ア
撲
殺
シ
、
胸
部
全
鱒

ヲ
四

μ「
ブ
ォ
Y

マ
リ

ン
」
水
－
一
－
プ
硬
化
ジ
タ

Y
後
、
之
「
7

数
個
ノ
前
頭
断
面
ヲ
作
リ
検
査
セ
リ
。
然
Y
時

A
肺
臓
ノ
朕
態
及
ピ
心
臓
縦
隔
膜
ノ

位
置
等
A
明
瞭
一
一
表
示
セ
ラ

Y
。
郎
チ
最
予
旧
制
著
ナ

Y

A
気
胸
側
胸
腔
内
容
ノ
庚
大
ナ
Y

コ
ト
ニ
シ
ア
大
ナ
Y
空
洞
ア
形
成
シ
、
業
ノ
庚
サ
全

胸
腔
内
容
ノ
殆
ン
ド
三
分
二
前
後
ヲ
占
ム

Y

ア
見
タ
リ
ノ
。
縦
隔
膜
A

心
臓
ト
共
－
一
強
ク
健
側
胸
壁
ノ
方
へ
牽
引
セ
ラ
レ
、
之
レ
ガ
鴻
メ
健
側
肺

臓
A

高
度
－
一
服
排
セ
ク
レ
、
著
シ
ク
扇
卒
ト
ナ

y
、
胸
壁
ノ
上
後
部
ニ
’
臨
脱
退
セ
－
フ
レ
タ

リ
ノ
（
第
十
二
及
十
三
闘
牽
照
）
。

吸
引
排
除
法
ヲ
施
行
シ
タ

Y
動
物
／
胸
部
ヲ
同
杭
ナ

Y
方
法
－
一
ア
検
究
ス

Y
時

A
、
縦
隔
膜
A
殆
ン
ド
南
側
胸
腔
ノ
中
央
－
一
位
シ
、
南
側
肺

（
第
五
競

付
加
武
俗

「、
震

著

工

藤

’ヒ

一一一〉



第
市
北
せ

F可

磨、

著

藤

工

共
－
一
能
ク
膨
脹
シ
、
殆
ン
ド
肋
膜
院
内
ア
光
タ
セ
リ
。

セ
w
y

ヲ
認
メ
タ
ソ
。

国

七
二
二

（
第
五
批

唯
ダ
気
胸
側
肺
臓
ノ
ミ
膨
大
完
全
ナ
ラ
ズ
シ
ア
、
小
ナ
ル
腔
洞
ヲ
胸
腔
前
部
一
一
残
留

一
一、ー’

（附干端部ノ高サニ）
於ケル前頭断Tlli

（胸骨下端部／高サ＝）
於ケル前頭断面 ／ 

ヘ
リ
。
以
上
ノ
観
察
－
一
ヨ
リ
ノ
、
偏
側
気
胸
－
一
一
炉
、
ヶ
U
F

内
臓
ノ
朕
態
A

明
白
ナ
ル
モ
、
向
ホ
伊
活
附
ノ
モ
ノ
ト
比
較
セ
ン
ガ
魚
一
一
究
ノ
賢
験
ヲ
行

十第

有
聞
い
川
気
胸
一
一
於
ケ
ル
附
胞
内
麟
ノ
山
川
態
（
家
兎
）

国＋
 

第

右
開
仙
川
気
胸
－
T
於
ケ
ル
胸
映
内
臓
／
状
態
（
家
兎
）

偏
側
胸
腔
ヲ
開
放
シ
、
之
レ
ア
撲
殺
セ

Y
昨
後
－
一
於
ア
、
気
胸
側
胸
時
一
ヲ
全
部
注
意
シ
テ
切
除
シ
、
側
方
ヨ
η
ノ
心
臓
及
ピ
縦
隔
膜
ノ
朕
態
ヲ

親
w
y

－
一
、
前
同
様
ノ
所
見
ヲ
得
タ
リ
。
此
ノ
際
吾
人
ノ
注
意
－
一
値
ス

Y
λ

、
心
臓
ト
横
隔
膜
ト
ノ
聞
係
ニ
ジ
ア
、
心
嚢
肋
膜
A

心
張
ヲ
完
全
－
一

被
覆
シ
タ
U
F

後
、
向
下
方
ニ
軍
ナ
Y

二
葉
ノ
肋
膜
ヨ
岬
ノ
ナ
ル
非
薄
ナ
作
皮
膜
ヲ
形
成
シ
、
然
Y
後
横
隔
膜
肋
膜
－
一
移
行
ス
U
F

コ
ト
ナ
リ
。
郎

チ
縦
隔
膜
A

葉
ノ
前
下
部
一
一
於
ア
極
メ
ア
移
動
性
ナ

Y
柑
々
庚
キ
非
市
部
タ
有
ス
（
犬
一
一
於
－
プ
A

心
臓
ノ
上
部
ニ
モ
亦
此
ノ
如
キ
縦
隔
膜
／
非

務
部
ヲ
有
ス
）
。
換
言
ス
レ
〆
心
臓
ト
横
隔
膜
上
面
ト
ノ
間
ニ
ヱ
要
予
癒
着
ヲ
見
ズ
、
唯
軽
ク
接
鯛
ス
ル
ニ
遁
ギ
ズ
。
心
臓
A

心
低
－
一
一
於
ケ
Y

固
定
ガ
支
持
ト
ナ
リ
胸
院
内
ニ
吊
垂
セ

Y
ガ
如
キ
甑
ア
呈
ス
。
此
等
ノ
関
係
A

人
類
ノ
ソ
レ
ト
甚
ダ
ジ
キ
相
違
ナ
リ
。
之
レ
ガ
震
－
一
動
物
心
臓

A

強
ク
健
側
胸
壁
ニ
近
ク
移
動
シ
、
心
臓
下
方
ノ
非
部
縦
隔
膜
A

常
ニ
健
側
胸
壁
内
面
－
一
接
ス

Y

ヲ
認
メ
タ
〆
リ
ノ
。



賓
騎
結
果
考
察
反
ビ
討
究

健
常
肋
膜
睦
内
ニ
生
理
的
内
Mm
ノ
存
ス

Y

ヤ
否
ヤ
ニ
就
キ
一
時
論
争
セ
ラ
レ
タ

Y

モ
二
五
来
肋
膜
南
葉
ニ
吊
ニ
密
ニ
接
着
シ
居
M
Y

モ
ノ
ニ
シ

ァ
、
一
雨
者
間
ニ
一
路
洞
ヲ
形
成
シ
属
品
ノ
ザ
U

F

A

勿
論
ナ
リ
。
雨
肋
膜
両
相
離
隔
ス

Y

コ
ト
ニ
ヨ
リ
ア
悲
ニ
始
メ
ア
腔
ヲ
生
ジ
、
内
－
一
陰
腿
力
ノ
出

現
ヲ
見
w
y

モ
ノ
ナ
リ
。
故
－
一
肋
膜
膝
内
－
二
定
ノ
陰
座
ヲ
読
明
シ
得
b
F
Y
時
A

、
同
時
ニ
多
少
／
程
度
－
一
於
ケ

Y
気
胸
ノ
存
在
ヲ
推
定
セ
ザ

y

ペ
カ
ア
ザ

y
d
f
ノ
ナ
リ
ノ
。
余
等
A

気
胸
ヲ
有
セ
ザ
Y
筈
ノ
健
側
胸
膝
－
一
一
於
－
ア
モ
亦
内
腿
ヲ
測
定
シ
符

h
p
p
。
コ
レ
丞
気
ヲ
合
有
セ

Y
探
膿
針
ア

穿
刺
ス
U
F

コ
ト
ニ
ヨ
ソ
ア
極
メ
ア
樫
微
ノ
気
胸
ヲ
作
矯
ジ
グ
ル
結
果
ト
見
倣
ス

ペ
キ
ナ
リ
ノ
q

気
胸
側
一
一
ア

Y
肺
臓
λ

空
気
量
ガ
胸
腔
内
ニ
於
－
Y

増
加
ス
U
Y

ニ
従
ヒ
、
漸
・
次
自
家
佃
有
／
弾
力
ニ

ヨ

f
ア
縮
小

シ
，
空
気
量
一
甚
ダ
大
ナ
ラ
ザ
w
y

問
A

呼
気
時
ト
云
ヘ
ド
モ
、
向
其
ノ
揮
力
－
一
基
ク

肺
臓
自
身
ノ
牧
縮
カ
ガ
胸
廓
呼
気
蓮
動
－
一
ヨ

Y
肺
臓
ノ
腿
縮
力
－
一
優
Y
Jガ
故
三
常
－
一
胸
腔
内
ニ
陰
腿
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ

y
o
然
レ
ド
モ
白
紙
胸
内

ニ
於
ケ
U
F

空
気
ノ
増
量
ト
共
－
一
肺
A

萎
縮
U
J

、
従
d

ア
牧
縮
力
盆
々
減
弱
シ
、
漸
究
陰
腿
ノ
度
ヲ
減
ジ
途
－
一
陽
腫
ヲ
示
ス
工
至
Y
。

開
放
気
胸
ニ
於
ア
ハ
肺
臓
A

極
度
一
一
萎
縮
シ
、
牧
縮
力
殆
ン
ド
零
ト
ナ
リ
ノ
、
内
陸
A

大
気
回
出
－
一
等
シ
ク
、

或
A

僅
カ
ニ
宜
（
ノ
前
後
ヲ
往
復

ス。
此
等
ノ
所
見
A

航
－
一
円
ノ
イ
汐
氏
（
ノ
ペ
d
F
｝）

／
質
験
及
ピ
人
工
気
胸
－
一
於
ア
周
知
ノ
コ
ト
十

y
o
然
U
F

三
モ

Y

ア
ィ
ン
」
全
身
麻
酔
－
一
ア
η
ノ
ア

川
、
軽
度
ノ
気
胸
ニ
－
プ
伎
一
一
呼
気
時
陽
腿
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
Y

A
、
一
面
呼
吸
ノ
深
サ
ノノ

増
大
－
一
ヨ

Y
ナ
タ
ン
モ
、
他
面
或
A
麻
療
ニ
ヨ

y
夕、

肺
及
ピ
縦
隔
膜
ノ
緊
張
ガ
減
退
セ

Y

コ
ト
ア
数
プ

Y

モ
／
ナ
ヌ
ン
。

一
側
気
胸
ノ
際
ニ
起
Y
他
側
胸
腔
内
Mm
ノ
鐙
化
－
一
就
キ
－
プ
A

、
A
1向
論
争
ノ
渦
中
－
一
有
Y
ガ
如
シ
。
ガ
Y

レ
氏

3
E・1
J

A

一
側
ノ
開
放
性

気
胸
一
一
於
－ア
モ
向
健
側
胸
腔
A

充
分
ノ
陰
脹
ヲ
有
ス
ト
云
ヒ
、
マ
イ
ャ

l
氏
（
U
r
u
・2
）
ザ
ク

ェ－

Y
プ
ル
トッ

フ
氏
（
お
g
et－5
V）
等
之
レ
ニ
一
賛

シ
、
余
等
J

質
験
成
績
ト
略
ポ
一
致
ス
レ
ド
モ
、
余
等
ノ
寅
験
動
物
ノ
凡
e

プ
エ
於
F
A
、
呼
気
時
必
ズ
陽
腿
ヲ
示
セ

Y

ノ
事
賞
ヨ

y
考
フ
レ

バ
、
彼
等
ノ
所
謂
健
側
胸
時
内
／
肺
ト
’雄
、
非
常
ナ
Y
侵
害
ア
受
ヶ
最
早
自
己
牧
縮
力
ノ
保
持
セ
ラ
レ
ザ

Y
迄
萎
縮
シ
居
Y
ヲ
知
Y

－
一
難
カ
ヌ

ズ
。
是
レ
思
プ
ニ
縦
隔
膜
ガ
著
ジ
ク
健
側
－
一
移
動
シ
、
健
側
肺
ヲ
ア
ジ
極
度
ノ
萎
縮
一
一
陥
ラ
シ
メ
居
Y
ガ
故
ナ
ラ
ン
。

第
戒
巻

F園、
原

著....... 

工

藤

七
二
三

（
第
五
競

一一
一二
）



第
戒
鼻
骨

F『

原

箸

工

藤

七
二
四

（
第
五
波

二
四
）

ム
Y

プ
イ
氏
（
Z
E
a
t
－－）抗
｜
川i
川
氏
（

PH・H・午
）
／
所
謂
縦
隔
膜
動
揺
説
A

決
シ
－
7
事
貫
ノ
基
礎
ア
有
ス
M
Y

毛
ノ
ニ
非
ズ
。
余
等
A

此
ノ
加
キ

左
右
動
揺
ァ
A
1
混
一
一
否
定
ス
ペ
キ
事
貫
ヲ
有
セ
ズ
ト
雄
、
之
等
A

以
－
ア
呼
吸
障
碍
ノ
要
凶
ニ
ア
ラ
ズ
、
寧
ロ
縦
隔
膜
A

却
－
プ
呼
吸
運
動
ト
全
ク

無
関
係
－
一
、
肺
固
有
ノ
萎
縮
力
－
一
ヨ
リ
健
側
－
一
向
ツ
ア
ノ
ミ
著
シ
ク
膝
排
セ
ラ

Y

、
そ
ノ
山

j
y。
之

v
恐
ラ
ク
気
胸
時
呼
吸
障
時
／
円
以
大
原
因

二
シ
ア
、
開
放
性
気
胸

一
炉
、
ア

ハ
同
側
ノ
虚
脱
肺
及
ピ
健
側
ノ
肺
相
共
ニ
瓜
別
ナ
ク
市
ユ
雨
者
殆
ン

γ
全
ク
慮
脆
航
態
－
一
陥
入
Y

モ
／
ナ
w
y

コ
ト
余
等
ノ
貰
験
結
果
一
一
－
プ
明
白
ナ
リ
。

川
一
三
判
氏
（

PJE
－
－
－
）
ノ
雨
側
肺
ノ
密
度
比
較
試
験
併
一
一
升
刑
汁
刈
氏
（

F
S
Z
Z）
等
ノ
観
察
モ

以
上
ノ
見
解
／
正
シ
キ
コ
ト
ア
確
謹
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
o

故
－
一
一
側
気
胸
－
一
－ア

山
主
（
／
耗
度
ノ
大
小
ヲ
問
A

f

、
同
校
性
ナ
グ
ト
、
閉
鎖
性
ナ
Y
ト
ヲ
論
ゼ
ズ
、
縦
隔
膜
A
決

シ
ア
正
常
位
抗
ヲ
守
－
フ

ズ
、
常
ニ
健
側
肺
ノ
方
へ
移
動
腿
排
セ
ラ
M
Y

、
モ
ノ
ナ

y
。
換
言
ス
レ
バ
気
胸
怖
ノ
萎
縮
A

、
常
－
一
同
時
－
一
他
側
肺
ニ
モ
影
響
ヲ
及
ボ
ジ
、
他

側
肺
ヲ
モ
萎
縮
セ
シ
ム

Y

一一
7
4
1
y

毛
ノ
ナ
リ
ノ
。
コ
レ
縦
隔
膜
ノ
移
動
－
一
ヨ
ソ
ア
健
側
胸
腔
ノ
容
積
ヲ
縮
少
セ
シ
ム
グ
’
ガ
故
ナ

y
。

此
ノ
事
買
A

往
昨
年
一
列
叫
川
氏
（

hr・－JZ
）
ノ
家
兎
賞
験
成
績
ノ
表
示
ス

Y
慮
－
一
シ
，
y
二
引
刈
村
氏
（

F
－－
g
乙
亦
犬
・
家
兎
－
一
於
ケ
Y
縦

隔
膜
移
動
性
ノ
芹
具
ヲ
認
メ

hF
y
。
最
近
列
引
ベ
判
氏
（
？
と

E
Z）
A

死
斑
後
ノ
人
間
及
ピ
犬
二
就
キ
ア
質
験
シ
、
縦
隔
膜
ノ
抵
抗
A

雨
者
殆

ン
ド
相
等
シ
ク
水
作

一

o
m
－－掛
川v
、
僅
カ
ニ

0
・
玉
川
U

／
雨
肋
膜
佐
内
陸
ノ
正
ヲ
生
ズ

Y
／
ミ
ニ
シ
ァ
、
殆
ン
ド
之
レ
ヲ
疎
略
ス

Y
毛
妨
グ

ρしV

ナ
ク
、
雨
側
ノ
肋
膜
腔
A

之
レ
ァ
相
注
絡
セ

Y
同
一
一
路
ト
見
倣
シ
、
開
放
気
胸
ノ
電
篤
蛇
紋
ヲ
呈
ス

Y
ト
否
ト
A

、
一
一
一
開
放
口
ノ
大
小
ニ
ヨ

Y

毛
ノ
ニ
シ
ア
、
気
胸
、ガ
一
側
タ
u
y

ト
雨
側
タ

Y
ト
ヲ
問
A
．
ス
ト
極
論
シ
、
犬
－
一
於
ケ

Y
賞
験
結
果
ア
以
ア
凡
ア
ヲ
解
決
セ
ン
ト
欲
セ
ソ
。
余

等
／
行
ヒ
タ
バ
家
兎
及
ピ
犬
－
一
於
ケ
M
Y

貰
験
ノ
結
果
ヲ
比
駿
セ
バ
、
同
氏
ガ
犬
ノ
ミ
ニ
就
ア
質
駿
シ
hp
y

結
果
ヲ
基
礎
ト
鴬
シ
e

プ
説
ヲ
立
ア
b
y

w
y
A

妥
営
－
一
非
ザ
Y

コ
ト
ヲ
理
解
シ
得
可
シ
。

解
剖
路
的
見
知
ヨ
リ
考
ブ

Y

モ
犬
、
家
兎
ノ
加
キ
動
物
／
胸
廓
－
一
於
ア
、
葉
ノ
前
後
笹
川
左
右
筏
－
一
比
ジ
甚
グ
大
ナ

Y
ガ
潟
ニ
、
縦
隔
膜
面

A

胸
腔
内
容
積
ノ
割
合
－
一
一
甚
ダ
庚
キ
面
ヲ
有
ス
レ
ド
毛
、
人
類
胸
腔
一
就
－
ア
A

、
此
ノ
関
係
全
ク
正
反
封
ナ
Y
ガ
故
－
一
、
彼
是
同
一
一
硯
ス

Y

コ

ト
能
A
ザ
Y

A
火
ヲ
附
Y

ヨ
？
モ
明
カ
ナ

9
0
叉
犬
ノ
外
科
的
開
放
気
胸
－
一
於
ア
毛
、
前
ホ
吸
気
時
陰
腿
ア
一
側
－
一
生
ジ
得
u
y

ガ
故
－
一
（
第
十



三
、
十
五
、
十
六
表
）
、
気
胸
肺
A

殆
シ
ド
機
能
停
止
セ

Y

－
一
反
シ
、
他
側
肺
λ

向
ホ
幾
分
活
動
シ
得
戸
モ
ノ
ニ
シ
ァ
、
限
氏
ノ
煤
吸
入
試
験

－一ヨ

Y
宅
、
雨
側
肺
－
一
明
カ
－
一
機
能
ノ
差
異
ヲ
認
ム
ペ
キ
ナ

y
。

由
是
観
之
一
側
性
開
放
気
胸
－
一
件
ア
重
篤
症
股
A

、
胸
胞
内
煙
／
痩
化
、
並
－
一
之
レ
ニ
基
ゾ
ク
縦
隔
膜
動
揺
－
一
ヨ
リ
ア
呼
吸
、
心
臓
機
能
血

行
障
碍
等
ヲ
来
ス
コ
ト
モ
ア
ラ
シ
ヵ
、
ナ
レ
ド
モ
此
等
λ

向
致
命
的
障
碍
ノ
原
因
ト
ナ
ク
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．
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ノ
最
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重
要
ナ
Y

A
呼
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運
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無
関
係
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起
Y
縦
隔
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ノ
健
側
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排
－
一
ヨ

Y
健
側
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ノ
鹿
股
ニ
シ
ア
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メ
ニ
雨
側
肺
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一
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能
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碍
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来
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一
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モ
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テ
’
縦
隔
膜
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兎
一
一
於
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明
白
二
相
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ア
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兎
ニ
於
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プ
ハ
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一
一
於
ケ
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ヨ
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モ
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移
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性
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類
－
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於
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率
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－
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－
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－
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－
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得
Y

コ
ト
ヲ
一
言
ス
。

結

論

一
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及
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於
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／
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歴
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下
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／
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問
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座
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ダ
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。
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－
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障
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－
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呼
吸
障
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戸
モ
ノ
ナ
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四
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空
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J
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ヨ
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右
胸
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復
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難
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行
障
碍
等
消
失
シ
、
全
身
版
態
一
一
著

シ
キ
良
果
ヲ
来
セ

y
。

常
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